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 宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  指  定  管  理  者  業  務  仕  様  書 

 宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  の  指  定  管  理  者  が  ⾏  う  業  務  の  内  容  及  び  そ  の  範  囲  等  は、  関 
 係  法  令  等  に  よ  る  ほ  か、  こ  の  仕  様  書  に  よ  る。 

 第  １     管  理  運  営  業  務  の  基  本  ⽅  針 
    指  定  管  理  者  は、  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  （以  下  「歓  鯨  館」  と  い  う）  の  管  理  運  営  に 
 あ  たっ  て  は、  次  の  基  本  ⽅  針  に  沿っ  て  ⾏  う  こ  と 

 １     施  設  利  ⽤  者  の  安  全  確  保  を  第  ⼀  と  す  る。 
 ２     管  理  運  営  を、  関  係  法  令‧  条  例  及  び  規  則  等  に  適  合  し  て  ⾏  い、  市  と  緊  密  な  連 
       携  を  ⾏  う。 
 ３     効  果  的  か  つ  効  率  的  な  管  理  を  ⾏  い、  経  費  削  減  に  努  め  る。 
 ４     公  平  性  の  維  持、  個  ⼈  情  報  の  保  護  を  徹  底  す  る。 
 ５     利  ⽤  者  の  声  を  ⼤  切  に  し、  き  め  細  か  い  サー  ビ  ス  の  提  供  に  努  め  る。 
 ６     そ  の  他  市  ⺠  サー  ビ  ス  の  観  点  か  ら、  積  極  的  に  ⾃  主  事  業  に  取  組  む  こ  と。 

 第  2     施  設  の  概  要 

 施  設  名  称  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館 

 所  在  地  宮  崎  市  佐  ⼟  原  町  下  那  珂  ８  番  地  １ 

 設  置  ⽬  的  市  ⺠  の  健  康  の  増  進、  余  暇  の  活  ⽤  及  び  ス  ポー  ツ  の  振  興  を  図  る  た  め 

 施  設  の  概  要 

 ①  延  床  ⾯  積     ５  ，  ２  ２  ６  ．  ７  ４  ㎡   ‧  建  築  ⾯  積     ３  ，  ２  ５  ６  ．  ８  ５  ㎡ 
 ②  施  設  区  分  （主  な  も  の） 
 １  Ｆ           エ  ン  ト  ラ  ン  ス  ホー  ル 
                事  務  室                       ４  ８  ．  ０  ７  ㎡ 
                ト  レー  ニ  ン  グ  室           ９  ５  ．  ２  ４  ㎡ 
                飲  ⾷  提  供  施  設           １  ２  ６  ．  ０  ４  ㎡ 
                厨  房                          ６  ２  ．  ６  ５  ㎡ 
                特  産  品  等  販  売  施  設        ３  ９  ．  １  ４  ㎡ 
                会  議  室  １  ，  ２           各  ３  ８  ．  ９  ５  ㎡ 
                プー  ル              （２  ５  ｍ  ×  ８  コー  ス） 
                幼  児  プー  ル           ９  ９  ．  ８  ０  ㎡ 
                ⼤  会  管  理  室                 ６  ４  ．  ５  ９  ㎡ 
                監  視  室                       １  ８  ．  ９  ２  ㎡ 
                ⾒  学  室                       １  ２  ．  ２  ５  ㎡    
 ２  Ｆ           ⼤  浴  場                    ３  ２  ４  ．  ６  １  ㎡ 
             （⼤  浴  室  １  ：  １  ６  ２  ．  ９  ８  ㎡        ⼤  浴  室  ２  ：  １  ６  １  ．  ６  ３  ㎡） 

 家  族‧  福  祉  ⾵  呂           １  ７  ．  ９  ３  ㎡‧  和  室  １  ５  ．  ４  ３  ㎡ 
 脱  ⾐  所 

                休  憩  室                          約  ２  ０  ０  ㎡ 
                プー  ル  観  客  席     ２  ６  ２  席  （障  が  い  者  席  （⾞  い  す  ⽤）  ４  席） 
 駐  ⾞  場        ２  ０  ０  台 
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 第  ３     開  館  時  間  及  び  休  館  ⽇ 
 開  館  時  間  お  よ  び  休  館  ⽇  に  つ  い  て  は、  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  第  ２  条  及  び  第 

 ３  条  に  定  め  る  時  間  ⼜  は  ⽇  と  す  る。 
 １     開  館  時  間    

 午  前  １  ０  時  か  ら  午  後  ９  時  ま  で 
    た  だ  し、  市  ⻑  が  必  要  で  あ  る  と  認  め  る  と  き  は、  開  館  時  間  を  変  更  す  る  こ  と  が  で 
 き  る。 

 ２     休  館  ⽇ 

 ⽉  曜  ⽇  （そ  の  ⽇  が  国  ⺠  の  祝  ⽇  に  関  す  る  法  律  に  規  定  す  る  休  ⽇  に  当  た  る  と  き  は、 
 そ  の  ⽇  後  に  お  い  て  そ  の  ⽇  に  最  も  近  い  休  ⽇  で  な  い  ⽇） 

    屋  内  プー  ル     １  ２  ⽉  ２  ９  ⽇  か  ら  翌  年  １  ⽉  ３  ⽇  ま  で 
       た  だ  し、  市  ⻑  が  必  要  で  あ  る  と  認  め  る  と  き  は、  開  館  ⽇  に  休  館  し、  若  し  く  は  休 

 館  ⽇  に  開  館  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 第  ４     法  令  の  遵  守  等 
 ①  法  令  等  の  遵  守 

 指  定  管  理  者  は、  施  設  の  管  理  運  営  業  務  を  ⾏  う  に  あ  たっ  て  は、  以  下  の  関  連  法  令 
 等  を  遵  守  す  る  こ  と  と  す  る。 

 １        地  ⽅  ⾃  治  法  （昭  和  22  年  法  律  第  67  号） 
 ２        労  働  関  係  法  令 
 ３        宮  崎  市  暴  ⼒  団  排  除  条  例  （平  成  23  年  条  例  第  47  号） 
 ４        宮  崎  市  ⾏  政  ⼿  続  条  例  （平  成  8  年  条  例  第  33  号） 
 ５        宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  （平  成  22  年  条  例  第  32  号） 
 ６        宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  施  ⾏  規  則  （平  成  23  年  規  則  第  23  号） 
 ７        宮  崎  市  情  報  公  開  条  例  （平  成  14  年  条  例  第  3  号） 
 ８        個  ⼈  情  報  の  保  護  に  関  す  る  法  律  （平  成  15  年  法  律  第  57  号） 
 ９        宮  崎  市  財  務  規  則  （平  成  元  年  規  則  第  1  号） 
 １  ０     そ  の  他  の  関  係  法  令  等 

       ※  指  定  管  理  期  間  中、  関  係  法  令  等  に  改  正  が  あっ  た  場  合  は、  改  正  さ  れ  た  内  容  に 
       置  き  換  え  る。    
          な  お、  改  正  に  と  も  な  い、  管  理  運  営  業  務  が  追  加‧  削  除  さ  れ  る  な  ど、  経  費  に 

 係  る  増  減  が  ⽣  じ  る  場  合  は、  協  議  に  よ  り  指  定  管  理  料  を  改  定  す  る  も  の  と  す  る。 
 ②  個  ⼈  情  報  の  取  扱  い 

 指  定  管  理  者  が  業  務  に  関  連  し  て  取  得  し  た  個  ⼈  情  報  に  つ  い  て、  適  切  に  取  り  扱  う 
 こ  と。 

 ③  守  秘  義  務  の  遵  守 
 管  理  業  務  に  関  し  知  り  得  た  秘  密  を  外  部  に  漏  ら  し、  ⼜  は  他  の  ⽬  的  に  使  ⽤  で  き  な 

 い。  ま  た、  指  定  期  間  終  了  後  の  場  合  も  同  様  の  取  扱  い  と  す  る。 
 な  お、  管  理  業  務  の  ⼀  部  を  第  三  者  に  委  託  等  し  た  場  合、  当  該  第  三  者  に  対  し  て  も 

 同  等  の  義  務  を  負  わ  さ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い  こ  と  に  留  意  す  る  こ  と。 
 ④  情  報  公  開 

 情  報  公  開  条  例  の  趣  旨  に  のっ  と  り、  指  定  管  理  者  が  所  掌  す  る  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  の 
 管  理  に  か  か  る  業  務  に  つ  い  て、  情  報  の  公  開  が  推  進  さ  れ  る  よ  う  に  努  め  る  必  要  が  あ 
 る。 

 ⑤  損  害  賠  償 
 指  定  管  理  者  は、  故  意  ま  た  は  過  失  に  よ  り  管  理  物  件  を  損  傷  し、  ま  た  は  滅  失  し  た 

 と  き  は、  そ  れ  に  よっ  て  ⽣  じ  た  損  害  を  市  に  賠  償  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  た  だ  し、 
 特  別  の  事  情  が  あ  る  と  認  め  た  と  き  は、  市  は、  そ  の  全  部  ま  た  は  ⼀  部  を  免  除  す  る  こ 
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 と  が  で  き  る  も  の  と  す  る。 
 ⑥  保  険 

 管  理  上  の  瑕  疵  に  よ  る  事  故  及  び  こ  れ  に  伴  う  利  ⽤  者  へ  の  損  害  を  ⾃  ら  の  責  任  に  お 
 い  て  補  償  す  る  た  め、  施  設  賠  償  責  任  保  険  に  加  ⼊  す  る  こ  と。 

 第  ５     指  定  管  理  者  が  ⾏  う  業  務  に  つ  い  て 
 １  ．  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館     全  体  に  共  通  す  る  管  理  業  務 

 （１）  施  設  の  管  理  運  営  に  関  す  る  業  務 
          施  設  の  管  理  区  域  に  つ  い  て  は、  施  設  や  駐  ⾞  場  の  ほ  か、  屋  外  プー  ル、  管  理  棟 

 （ト  イ  レ  等）  及  び  池  周  辺  を  含  む  も  の  と  す  る。 

 ①  施  設  利  ⽤  の  許  可  に  関  す  る  業  務 

 ②  温  泉‧  プー  ル‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  会  議  室  等  の  利  ⽤  料  ⾦  に  関  す  る  業  務 

 ③  施  設  の  案  内  に  関  す  る  業  務 

 ④  温  泉‧  プー  ル  施  設  の  連  絡  調  整  に  関  す  る  業  務 

 ⑤  開  館‧  閉  館  に  関  す  る  業  務 

 ⑥  駐  ⾞  場  の  管  理  業  務 

  常  に  駐  ⾞  場  が  正  常  な  機  能  を  保  持  で  き  る  よ  う、  必  要  な  点  検‧  清  掃  を  ⾏ 
 い、  必  要  に  応  じ  て  補  修‧  修  繕  を  ⾏  う  こ  と。 
  ⼤  会  等  で、  混  雑  や  駐  ⾞  場  不  ⾜  が  予  想  さ  れ  る  場  合  は、  主  催  者  等  と  打  合 

 せ  を  ⾏  い、  状  況  に  応  じ  て  誘  導  員  を  配  置  す  る  こ  と。 

 ⑦  軽  易  な  修  繕  管  理  業  務 

 ⑧  公  共  料  ⾦  等  ⽀  払  業  務 

 指  定  管  理  者  は、  公  共  料  ⾦  等  （上  下  ⽔  道  料  ⾦‧  電  話  料‧  電  気  料  ⾦‧ 
 天  然  ガ  ス‧  Ｎ  Ｈ  Ｋ  受  信  料）  を  遅  滞  な  く、  そ  れ  ぞ  れ  の  請  求  元  に  ⽀  払  う 
 こ  と  と  す  る。 

 ⑨  各  種  点  検  記  録‧  報  告  業  務 

 ⑩  宮  崎  市  暴  ⼒  団  排  除  条  例  に  関  す  る  業  務 

 ⑪  そ  の  他、  施  設  の  管  理  に  関 
 す  る  業  務 

 屋  外  プー  ル  や  池  周  辺  の  ⽴  ⼊  禁  ⽌  区  域  へ  ⽴  ち  ⼊っ  て  い  る  ⼈  へ  の  注  意 
 喚  起  な  ど。 

 （２）  施  設  設  備  等  管  理  業  務 

 ①  エ  レ  ベー  タ  保  守  点  検  （２  機）  法  定  点  検  年  １  回、  フ  ル  メ  ン  テ  ナ  ン  ス     ⽉  １  回 

 ②  ア  ル  ミ  製  ⾃  動  ド  ア  点  検  年  ４  回  （３ヶ  ⽉  毎） 

 ③  ス  テ  ン  レ  ス  製  ⾃  動  ド  ア  点  検  年  ４  回  （３ヶ  ⽉  毎） 

 ④  防  ⽕  設  備  点  検 
 年  １  回  （防  ⽕  シャッ  ター、  防  ⽕  扉、  ス  テ  ン  レ  ス  製  ⾃  動  ド 
 ア） 

 ⑤  消  防  ⽤  設  備  等  点  検 
 年  ２  回  機  器  点  検‧  年  １  回  総  合  点  検 
 （⾃  動  ⽕  災  報  知‧  ⾮  常  放  送‧  誘  導  灯‧  標  識‧  消  ⽕  器‧  ス  プ 
 リ  ン  ク  ラー‧  ⾃  家  発  電  設  備  (⾮  常  ⽤)） 

 ⑥  ⾃  家  ⽤  電  気  ⼯  作  物  保  守  点  検 
 毎  ⽉  １  回  （遠  隔  監  視  装  置  を  取  り  付  け  た  場  合  は  隔  ⽉  １  回） 
 （⾼  圧  受  変  電  設  備‧  ⾃  家  発  電  設  備  (⾮  常  ⽤)）  ※  保  安  規  定  に  基  づ  く 

 ⑦  空  調  設  備  機  器  保  守  点  検 
 通  常  メ  ン  テ  ナ  ン  ス  年  ２  回、  簡  易  点  検  （⾃  主）  年  ４  回  （３ヶ 
 ⽉  毎）、  フ  ロ  ン  法  に  基  づ  く  定  期  点  検  ３  年  に  １  回  （前  回  は  R 
 ４  年  度  実  施） 

 ⑧  警  備  点  検  機  械  警  備 

 ⑨  植  栽  管  理  業  務  随  時  （か  ん  ⽔、  除  草、  剪  定、  施  肥） 

 ⑩  合  併  処  理  浄  化  槽  点  検 
 保  守  点  検  （週  １  回）、  清  掃  （年  １  回）、  法  定  検  査  （年  １ 
 回） 

 ⑪  券  売  機  年  間  保  守  点  検  年  ２  回 
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 ⑫  防  ⽕  対  象  物  点  検  年  １  回 

 ⑬  ば  い  煙  測  定 
 年  ２  回  （⼤  気  汚  染  防  ⽌  法  に  基  づ  く  ば  い  じ  ん、  窒  素  酸  化  物、  排 
 ガ  ス  組  成  の  測  定） 
 ※  温  泉  及  び  プー  ル  の  煙  道  測  定  （４  箇  所） 

 ⑭  排  出  ⽔  測  定 
 年  ３  回  （⽔  質  汚  濁  防  ⽌  法  に  基  づ  く  測  定） 
 ※  浄  化  槽  排  出  ⼝、  浴  槽  排  ⽔  ⼝  測  定 

 （３）  防  犯‧  防  災、  及  び  緊  急  時  に  関  す  る  業  務 

 ①  急  病  者  へ  の  対  応  ‧  指  定  管  理  者  は、  施  設  の  利  ⽤  者  や  来  館  者  等  の  急  な  病  気‧  け  が  に  対  応  で  き  る 
 よ  う、  マ  ニュ  ア  ル  を  作  成  す  る  と  と  も  に、  近  隣  の  医  療  機  関  を  把  握  す  る  な  ど  的 
 確  な  対  応  を  ⾏  う  こ  と。  特  に、  職  員  に  つ  い  て  は、  Ａ  Ｅ  Ｄ  の  操  作  を  熟  知  し  て  お 
 く  と  と  も  に、  施  設  内  に  設  置  の  掲  ⽰  を  す  る  こ  と。 
 ‧  重  ⼤  な  事  故  が  起  こっ  た  場  合  は、  直  ち  に  市  に  そ  の  旨  を  連  絡  す  る  こ  と。 

 ②  緊  急  時‧  災  害  時  の 
 対  応 

 ‧  指  定  管  理  者  は、  レ  ジ  オ  ネ  ラ  属  菌  の  発  ⽣、  プー  ル  内  に  お  け  る  事  故、  そ  の  他 
 ⼝  蹄  疫  や  ⿃  イ  ン  フ  ル  エ  ン  ザ  の  発  ⽣  な  ど、  あ  ら  ゆ  る  緊  急  事  態  に  備  え、  利  ⽤  者 
 の  避  難、  誘  導、  安  全  確  保  等  及  び  必  要  な  通  報  等  に  つ  い  て  危  機  管  理  マ  ニュ  ア  ル 
 を  作  成  し、  緊  急  事  態  の  発  ⽣  時  に  は  的  確  に  対  応  す  る  こ  と。 
 ‧  緊  急  事  態  が  発  ⽣  し  た  場  合、  直  ち  に  そ  の  旨  を  宮  崎  市  に  報  告  す  る  こ  と。  さ  ら 
 に、  状  況  に  応  じ  て、  警  察‧  消  防  等  に  連  絡  す  る  こ  と。  ま  た、  そ  の  対  応  策  に  つ 
 い  て  市  と  の  連  携  を  ⼗  分  に  図  る  こ  と。 
 ‧  緊  急  事  態  が  発  ⽣  し  た  場  合  の  連  絡  体  制  の  整  備  や  責  任  体  制  の  明  確  化 
 業  務  内  容 

 ‧  利  ⽤  者  の  避  難、  誘  導、  安  全  確  保  及  び  通  報  に  関  す  る  業  務 
 ‧  危  機  管  理  マ  ニュ  ア  ル  の  作  成 
 ‧  救  命  救  助  研  修  へ  の  参  加  並  び  に  消  防  避  難  訓  練  の  実  施 
 ‧  Ａ  Ｅ  Ｄ  操  作  に  関  す  る  研  修  へ  の  参  加 
 ‧  職  員  へ  の  研  修  の  実  施 

 AED  設  置  箇  所 
 ‧  ２  階  温  泉  受  付   ‧  １  階  中  央  ロ  ビー  （フ  ロ  ン  ト  横） 

 （４）  法  定  点  検  等 
 指  定  管  理  者  が  ⾏  う  べ  き  法  定  点  検  等  は、  上  述  の  も  の  に  加  え、  別  添  「法  定  点  検  リ  ス 
 ト」  記  載  の  と  お  り 

 （５）  利  ⽤  者  の  意  ⾒  等  の  把  握  等 

 ①  職  員  の  接  遇  の  徹  底  （ト  ラ  ブ  ル  防  ⽌  に  か  か  る  対  応  マ  ニュ  ア  ル  の  作  成） 

 ②  報  告  書  の  作  成 
 指  定  管  理  者  は、  ア  ン  ケー  ト  等  の  実  施  に  よ  り  利  ⽤  者  等  の  意  ⾒  を  把  握  し、  運  営  に  反  映  さ  せ  る  よ  う  努 

 め  る  と  と  も  に、  結  果  に  つ  い  て  は、  毎  ⽉  業  務  報  告  書  に  て  市  に  報  告  す  る  こ  と。 
 ま  た、  利  ⽤  者  か  ら  の  苦  情  ･  要  望  等  に  つ  い  て  は、  そ  の  内  容  や  対  応  に  つ  い  て  記  録  し、  毎  ⽉  業  務  報  告 

 書  に  て  市  に  報  告  す  る  こ  と。 

 （６）  広  報  に  関  す  る  業  務 

 指  定  管  理  者  は、  施  設  の  利  ⽤  促  進  及  び  情  報  提  供  の  た  め  に、  必  要  に  応  じ  て  広  報  活  動  に  努  め  る  こ  と  と 
 す  る。 

 ①  イ  ン  ター  ネッ  ト  の  ホー  ム  ペー  ジ  の  開  設、  更  新  等 

 ②  施  設  案  内  リー  フ  レッ  ト  の  作  成‧  配  布 

 ③  必  要  に  応  じ  て、  情  報  誌  等、  各  事  業  の  チ  ラ  シ  等  の  作  成  ･  配  布 
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 （７）  備  品  及  び  消  耗  品  の  管  理  業  務 

 ①  市  は、  施  設  の  管  理‧  運  営  に  必  要  な  備  品  を、  指  定  管  理  者  へ  貸  与  す  る。 

 ②  指  定  管  理  者  は、  施  設  の  運  営  に  ⽀  障  を  き  た  さ  な  い  よ  う  備  品  及  び  消  耗  品  の  管  理  を  ⾏  う。 

 ③  不  具  合  の  ⽣  じ  た  備  品  に  つ  い  て  は、  市  と  協  議  の  上  更  新  す  る。 

 ④  必  要  な  消  耗  品  の  補  充  は、  指  定  管  理  者  が  随  時  ⾏  う  こ  と。 

 （８）  ⽂  書  管  理  （保  管） 

 指  定  期  間  中  の  ⽂  書  管  理  に  つ  い  て  は、  年  度  毎、  分  野  ご  と  に  分  類  し、 
       適  切  に  管  理  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  な  お、  廃  棄  す  る  際  に  は、  個  ⼈  情  報 
       が  記  載  さ  れ  て  い  る  も  の  に  つ  い  て  は、  シュ  レッ  ダー  に  よ  り  裁  断  す  る  も 
       の  と  す  る。 

    ⅰ  ）  施  設  の  使  ⽤  申  請  書        3  年  間 

    ⅱ  ）  経  理  関  係  書  類              3  年  間 

    ⅲ  ）  点  検  等  記  録                 3  年  間 

    ⅳ  ）  市  等  へ  の  報  告  書           3  年  間 

    ⅴ  ）  業  務  ⽇  誌  等                 3  年  間 

    ⅵ  ）  統  計  資  料                    3  年  間 

    ⅶ  ）  そ  の  他                       必  要  に  応  じ  て  協  議  す  る。 

 ２  ．  歓  鯨  館     温  泉  施  設‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  に  関  す  る  業  務 
 （１）  温  泉  施  設‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  の  運  営  に  関  す  る  業  務 

 ①  温  泉  受  付  に  関  す  る  業  務 

 ②  飲  ⾷  に  関  す  る  業  務 

 ③  温  泉‧  消  耗  品  （シャ  ン  プー、  リ  ン  ス、  ⽯  鹸、  洗  ⾯  器、  椅  ⼦  等）  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ④  厨  房  機  器  （備  品）  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ⑤  休  憩  室  の  管  理  に  関  す  る  業  務 
 ⑥  特  産  品  等  販  売  施  設  に  関  す  る  業  務 
 ⑦  そ  の  他、  温  泉  施  設  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 （２）  施  設  設  備  等  管  理  業  務 
          ※  設  備  等  の  状  態  に  応  じ  て、  法  定  点  検  を  除  き、  適  宜  回  数  を  ⾒  直  す  こ  と 

 ①  サ  ウ  ナ  点  検  年  ２  回     ド  ラ  イ‧  ス  チー  ム 

 ②  清  掃  業  務  及  び  点  検 

 年  ２  〜  ３  回     ガ  ラ  ス  清  掃、  床  ワッ  ク  ス 

 換  ⽔  及  び  清  掃     毎  ⽇  ：  円  形  ⾵  呂 
 ⾼  濃  度  洗  浄     週  1  回  ：  2  次  ラ  イ  ン 
 ⾼  濃  度  洗  浄     ⽉  1  回  ：  1  次  ラ  イ  ン 
 過  酸  化  ⽔  素  洗  浄     年  2  回  ：  1  次、  2  次  ラ  イ  ン  等 
 タ  ン  ク  清  掃     ⽉  1  回  ：  井  ⽔  タ  ン  ク、  温  泉  タ  ン  ク 
 貯  湯  槽  清  掃  （機  械  室  内）     年  １  回 
 エ  ア  コ  ン  ド  レ  ン  配  管  バ  キュー  ム     ⽉  １  回 
 井  ⼾  ⽔  ろ  過  設  備  原  ⽔  槽  清  掃     ２ヶ  ⽉  に  １  回 
 井  ⼾  ⽔  ろ  過  設  備  保  守  点  検        ⽉  １  回 

 ⽔  質  分  析  （レ  ジ  オ  ネ  ラ  検  査） 
 浴  槽  ⽔     湯  ⼝  １ヶ  所  を  含  む  １  ３ヶ  所‧  年  ２  回、 
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 井  ⽔  タ  ン  ク、  温  泉  タ  ン  ク、  貯  湯  槽‧  年  １  回 

 ２  次  ラ  イ  ン  ろ  材  交  換  業  務  （１  ２ヶ  所）     ２  年  に  １  回 
 井  ⼾  ろ  材  交  換  業  務  （１ヶ  所）     ⽉  １  回 

 電  解  次  亜  ⽔  装  置  保  守  点  検     （使  ⽤  頻  度  に  よ  る） 

 ③  温  泉  施  設  点  検 
 真  空  ヒー  ター、  ろ  過  装  置、  ポ  ン  プ  の  保  守  点  検 
 年  ４  回 

 （３）  温  泉  施  設‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  利  ⽤  者  の  安  全  確  保  に  関  す  る  業  務 

 ①  管  理  基  準  に  沿っ  た  温  泉  施  設‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  の  管  理 

 ３  ．  歓  鯨  館     プー  ル  施  設  に  関  す  る  業  務 
 （１）  プー  ル  施  設  の  運  営  に  関  す  る  業  務 

 ①  プー  ル  利  ⽤  受  付  に  関  す  る  業  務 

 ②  プー  ル  消  耗  品  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ③  プー  ル  備  品  の  整  備‧  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ④  そ  の  他、  プー  ル  施  設  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 （２）  施  設  設  備  等  管  理  業  務 
          ※  設  備  等  の  状  態  に  応  じ  て、  法  定  点  検  を  除  き、  適  宜  回  数  を  ⾒  直  す  こ  と 

 ①  プー  ル  施  設  点  検  可  動  床  保  守  点  検、  プー  ル  本  体  点  検        年  １  回 

 ②  プー  ル  設  備  点  検 
 ろ  過  装  置  点  検     年  ４  回 
 電  解  次  亜  装  置  点  検     年  ２  回 
 （珪  藻  ⼟‧  塩  素  剤‧  促  進  剤  込） 

 ③  床  暖  房  設  備  保  守  点  検  年  １  回 

 ④  プー  ル  備  品‧  機  材  点  検  ⽔  泳  競  技  シ  ス  テ  ム  保  守  点  検  （  SEIKO  製）  年  １  回 

 （３）  プー  ル  利  ⽤  者  の  安  全  確  保  に  関  す  る  業  務 

 ①  管  理  基  準  に  沿っ  た  プー  ル  施  設  の  管  理  （監  視  体  制  の  確  保  や  ⽔  質  検  査  の  管  理  等） 
       プー  ル  ⽔  質  検  査     ⽉  １  回 

 （４）  そ  の  他 
    ⽔  泳  競  技  シ  ス  テ  ム  の  運  ⽤  に  お  い  て、  本  シ  ス  テ  ム  を  取  り  扱  う  職  員  に  対  し、  使  ⽤  ⽅ 
 法  等  に  つ  い  て  の  講  習  会  を  年  １  回  受  講  さ  せ  る  こ  と。 

 ４  ．  歓  鯨  館     ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  に  関  す  る  業  務 

 （１）  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  の  運  営  に  関  す  る  業  務 

 ①  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  利  ⽤  受  付  に  関  す  る  業  務 

 ②  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  消  耗  品  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ③  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  備  品  の  整  備‧  管  理  に  関  す  る  業  務 

 ④  そ  の  他、  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  の  管  理  に  関  す  る  業  務 

 （２）  施  設  設  備  等  管  理  業  務 
          ※  設  備  等  の  状  態  に  応  じ  て、  法  定  点  検  を  除  き、  適  宜  回  数  を  ⾒  直  す  こ  と 

 ①  ト  レー  ニ  ン  グ  設  備  点  検  ト  レー  ニ  ン  グ  器  具  点  検     年  １  回 

 （３）  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  利  ⽤  者  の  安  全  確  保  に  関  す  る  業  務 

 ①  管  理  基  準  に  沿っ  た  ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  の  管  理  （監  視  体  制  の  確  保  等） 
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 ト  レー  ニ  ン  グ  施  設  に  つ  い  て  は、  ト  レー  ニ  ン  グ  器  具  を  使  ⽤  し  た  通  常  利  ⽤  以  外  に、 
 器  具  を  使  ⽤  し  な  い  ⾃  主  事  業  の  積  極  的  な  提  案‧  実  施  を  す  る  こ  と。 

 第  ６     指  定  管  理  者  が  ⾏  う  管  理  の  基  準  に  つ  い  て 
 １  ．  歓  鯨  館     全  体  に  共  通  す  る  管  理  基  準 

 （１）  利  ⽤  料  ⾦  に  つ  い  て 

 ①  利  ⽤  料  ⾦  に  つ  い  て  は、  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  に  利  ⽤  料  ⾦  の  上  限  額  を  設  定  し  て  い  る  の  で、  そ 
 の  範  囲  内  の  額  で  指  定  管  理  者  が  市  ⻑  の  承  認  を  得  て  設  定  で  き  る。 

 ②  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  施  ⾏  規  則  に  備  品  等  に  か  か  る  利  ⽤  料  ⾦  の  上  限  額  を  設  定  す  る  た  め、  そ  の 
 上  限  の  範  囲  内  の  額  で  指  定  管  理  者  が  市  ⻑  の  承  認  を  得  て  設  定  で  き  る。 

 ③  利  ⽤  料  ⾦  の  減  免  に  つ  い  て  は、  宮  崎  市  ⽯  崎  の  杜  歓  鯨  館  条  例  第  １  ２  条  に  基  づ  き、  減  免  す  る  こ  と  が  で 
 き  る。 

 ２  ．  歓  鯨  館     温  泉  施  設‧  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  に  関  す  る  管  理  基  準 

 （１）  温  泉  の  安  全  に  つ  い  て 

 ①  温  泉  法 

 ②  温  泉  法  施  ⾏  規  則 

 ③  公  衆  浴  場  法 

 ④  公  衆  浴  場  法  施  ⾏  規  則 

 ⑤  宮  崎  県  公  衆  浴  場  法  施  ⾏  条  例 

 ⑥  宮  崎  県  公  衆  浴  場  法  施  ⾏  細  則 

 ⑦  宮  崎  市  温  泉  法  施  ⾏  細  則 

 ⑧  宮  崎  市  公  衆  浴  場  法  施  ⾏  細  則 

 こ  れ  ら  の  法  律  等  を  遵  守  し、  こ  れ  ら  以  外  の  法  律  等  ま  た  は  通  知  等  も  参  考  に  安  全  確  保 
 に  努  め  る  こ  と。 

 （２）  飲  ⾷  提  供  施  設‧  特  産  品  等  販  売  施  設  の  安  全  に  つ  い  て 

 ⾷  品  衛  ⽣  法 

 ⾷  品  衛  ⽣  法  施  ⾏  令 

 ⾷  品  衛  ⽣  法  施  ⾏  規  則 

 宮  崎  県  ⾷  品  衛  ⽣  法  施  ⾏  条  例 

 宮  崎  市  ⾷  品  衛  ⽣  法  に  基  づ  く  公  衆  衛  ⽣  上  講  ず  べ  き  措  置  の  基  準  を  定  め  る  条  例 

 宮  崎  市  ⾷  品  衛  ⽣  に  関  す  る  規  則 

 こ  れ  ら  の  法  律  等  を  遵  守  し、  こ  れ  ら  以  外  の  法  律  等  ま  た  は  通  知  等  も  参  考  に  安  全  確  保 
 に  努  め  る  こ  と。 

 ３  ．  歓  鯨  館     プー  ル  施  設  に  関  す  る  管  理  基  準 
 （１）  プー  ル  の  安  全  に  つ  い  て 

 ①  「プー  ル  の  安  全  標  準  指  針」  （⽂  部  科  学  省‧  厚  ⽣  労  働  省  作  成） 

 ②  「遊  泳  ⽤  プー  ル  の  衛  ⽣  基  準」  （厚  ⽣  労  働  省  作  成） 

 ③  Ａ  Ｅ  Ｄ  操  作  や  ⼼  肺  蘇  ⽣  法  を  熟  知  す  る  職  員  の  配  置、  （監  視  が  で  き  る）  泳  ⼒  の  あ  る  職  員  の  配  置 
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 第  ７     プー  ル  施  設  の  利  ⽤  に  つ  い  て 
 （１）  ⼀  般  利  ⽤  に  つ  い  て       

    屋  内  プー  ル  は、  利  ⽤  者  の  ⽅  に  泳  ぎ  や  ウォー  キ  ン  グ  を  楽  し  ん  で  い  た  だ  く  こ 
    と  に  よ  り、  健  康  の  増  進  や  ス  ポー  ツ  の  振  興  を  図  る  こ  と  が  で  き  る  施  設  で  あ  る  こ 
    と  か  ら、  ⼀  般  利  ⽤  者  が  ⼗  分  に  楽  し  め  る  環  境  づ  く  り  に  努  め  る  こ  と。 

 （２）  屋  内  プー  ル  の  全  ⾯  利  ⽤  に  つ  い  て 
    屋  内  プー  ル  は、  ⼀  般  利  ⽤  の  ほ  か、  各  種  ⼤  会  及  び  合  宿  を  開  催  す  る  こ  と  が  で 
 き  る。  そ  の  際、  関  係  団  体  と  密  に  連  携  を  図  る  こ  と。 
    ま  た、  ⼤  会  等  で  の  屋  内  プー  ル  の  利  ⽤  に  つ  い  て、  申  込  期  限  等  を  周  知  し、  ⼤ 
 会  等  受  ⼊  が  で  き  る  環  境  づ  く  り  に  努  め  る  こ  と。 

 ■  想  定  さ  れ  る  ⼤  会 
 ６  ⽉     ：  宮  崎  地  区  中  学  校  体  育  連  盟  夏  季  ⼤  会  （２  ⽇  間） 
 ８  ⽉     ：  宮  崎  地  区  中  学  校  体  育  連  盟  秋  季  ⼤  会  （１  ⽇  間） 

 （３）  ⼤  会  等  の  受  け  ⼊  れ  態  勢  に  つ  い  て 

 ⼤  会  等  に  利  ⽤  さ  れ  る  施  設  で  あ  る  こ  と  を  踏  ま  え、  ⼤  会  等  運  営  に  必  要  な  施  設  の  利  ⽤  案  内  や  ⼤  会  等  の 
 実  施  に  係  る  助  ⾔  及  び  受  け  ⼊  れ  態  勢  の  確  保  等、  主  催  者  等  へ  の  ⽀  援  を  ⾏  う  と  と  も  に、  事  前  準  備  か  ら  事 
 後  対  応  に  つ  い  て  の  ⼀  連  の  ⽀  援  業  務  体  制  を  確  ⽴  す  る  こ  と  と  す  る。 

 ま  た、  ⼤  会  等  の  相  談  に  つ  い  て  の  受  付  期  限  を  ホー  ム  ペー  ジ  等  で  明  ⽰  す  る  こ  と。 

 ①  事  前  準  備 

 会  場  設  営  や  実  施  当  ⽇  の  進  ⾏  等  に  つ  い  て、  主  催  者  等  と  事  前  に  打  合  せ  を  ⾏  い、 
 設  備  器  具  の  利  ⽤  調  整  や  利  ⽤  案  内  等、  円  滑  な  実  施  に  協  ⼒  す  る。  ま  た、  当  該  ⼤  会 
 等  の  規  模  に  応  じ  て、  適  切  な  ⼈  員  配  置  を  ⾏  う  な  ど  ⼗  分  な  受  け  ⼊  れ  体  制  を  確  保  す 
 る  こ  と。 

 ②  当  ⽇  対  応 
 実  施  当  ⽇  に  は、  設  備  器  具  の  緊  急  の  利  ⽤  へ  の  対  応  や、  プー  ル  施  設  の  適  切  な  利 

 ⽤  の  確  認  等  の  た  め  の  巡  回  ･  助  ⾔  を  ⾏  う  等、  円  滑  な  進  ⾏  に  協  ⼒  す  る  こ  と。 

 ③  事  後  対  応  終  了  後  は、  会  場  の  後  ⽚  付  け  や  清  掃  に  関  す  る  指  導  を  適  切  に  ⾏  う  こ  と。 

 ④  遺  失  物‧  取  得  物 
 の  取  扱 

 施  設  内  の  遺  失  物  ･  拾  得  物  に  つ  い  て  は、  記  録  簿  を  作  成、  記  ⼊  の  上、  保  管  す  る  こ 
 と。 

 （４）  学  校  授  業  で  の  屋  内  プー  ル  の  活  ⽤  に  つ  い  て 
          佐  ⼟  原  地  区  の  ⼩  中  学  校  を  中  ⼼  に、  歓  鯨  館  の  屋  内  プー  ル  で  ⽔  泳  の  授  業  を  実 
       施  す  る  こ  と  が  想  定  さ  れ  る。  宮  崎  市  教  育  委  員  会  若  し  く  は  学  校  か  ら、  ⽔  泳  授  業 
       実  施  に  つ  い  て  相  談  が  あっ  た  場  合、  ⾃  主  事  業  と  し  て  実  施  可  能  か  検  討  す  る  こ    
       と。 
          授  業  受  け  ⼊  れ  に  よっ  て  発  ⽣  す  る  費  ⽤  に  つ  い  て  は、  宮  崎  市  教  育  委  員  会  と  協 
       議  す  る  こ  と。 

 ■  １  校  あ  た  り  の  想  定  授  業  内  容 

 ⽔  泳  授  業  実  施  時  期  ６  ⽉  か  ら  ９  ⽉  （実  施  時  期  は  通  年  と  な  る  可  能  性  あ  り） 

 授  業  回  数  最  ⼤  ３  ６  回  程  度 

 授  業  １  回  あ  た  り  の  時  間  ６  ０  分  間  程  度 

 イ  ン  ス  ト  ラ  ク  ター  配  置  概  ね  ⽣  徒  ２  ０  ⼈  に  つ  き、  １  ⼈ 
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 第  ８     経  費  等 
 管  理  運  営  経  費  は、  市  の  ⽀  払  う  指  定  管  理  料  及  び  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  等  を  もっ  て  充 

       て  る。 
 市  は、  管  理  運  営  や  維  持  管  理  等  に  係  る  経  費  を  考  慮  し、  指  定  管  理  料  を  定  め、 

 指  定  管  理  者  に  分  割  し  て  ⽀  払  う。  指  定  管  理  料  は、  原  則  と  し  て  精  算  し  な  い。 
 （１）  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  等  の  取  り  扱  い 
       ①     指  定  管  理  料  及  び  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊ 
             指  定  管  理  者  は、  指  定  管  理  料  及  び  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  で  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施 

 に  係  る  経  費  が  確  保  で  き  な  い  場  合  は、  ⾃  主  財  源  を  充  当  す  る  こ  と  で、  施  設 
 の  適  正  な  管  理  運  営  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。  な  お、  収  ⼊  の  額  が  ⼤  き  く  管  理  運 
 営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  の  額  を  超  え  る  よ  う  な  場  合  は、  利  ⽤  料  ⾦  を  ⾒ 
 直  す  な  ど  対  応  を  検  討  す  る  も  の  と  す  る。 

       ②     利  ⽤  料  ⾦  の  設  定  （条  例  第  １  １  条  第  ２  項） 
             指  定  管  理  者  は、  利  ⽤  料  ⾦  に  つ  い  て、  条  例  及  び  規  則  に  規  定  す  る  ⾦  額  の  範 

 囲  内  で、  宮  崎  市  ⻑  の  承  認  を  得  て  定  め  る  も  の  と  し、  利  ⽤  者  が  確  認  し  や  す 
 い  場  所  に、  作  成  し  た  利  ⽤  料  ⾦  表  を  掲  ⽰  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  ま  た、  施 
 設  の  利  ⽤  者  か  ら  収  受  し  た  料  ⾦  は、  指  定  管  理  者  の  収  ⼊  に  な  る  た  め、  適  正 
 に  保  管  処  理  す  る  と  と  も  に、  遺  漏  の  な  い  会  計  処  理  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。 

       ③     ⾃  主  事  業  の  取  扱  い 
             指  定  管  理  者  は、  指  定  管  理  料  及  び  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  に  よ  り、  収  ⼊  が  確  保  さ  れ 

 る  な  ど、  適  切  な  施  設  の  管  理  運  営  の  下、  施  設  の  設  置  ⽬  的  に  合  致  し、  他  の 
 利  ⽤  者  の  ⽀  障  に  な  ら  な  い  も  の  に  限  定  し  て、  ⾃  主  事  業  を  ⾏  う  こ  と  が  で  き 
 る。  な  お、  ⾃  主  事  業  の  実  施  に  当  たっ  て  は、  事  前  に  宮  崎  市  ⻑  の  承  認  を  得 
 な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

             指  定  管  理  者  は、  ⾃  主  事  業  の  実  施  に  お  い  て、  施  設  に  損  傷  を  与  え  た  場  合 
 は、  指  定  管  理  者  の  責  任  で  弁  償  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

             ま  た、  ⾃  主  事  業  に  係  る  経  費  は、  参  加  者  の  負  担  ⾦  や  指  定  管  理  者  の  ⾃  主  財 
 源  で  対  応  す  る  も  の  と  し、  ⾃  主  事  業  に  お  け  る  収  ⼊  及  び  ⽀  出  は、  施  設  利  ⽤ 
 料  ⾦  の  収  ⼊  と  区  分  し  て  管  理  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

       ④     納  付  ⾦ 
             指  定  管  理  者  は、  各  年  度  の  収  ⼊  を  ⽀  出  で  除  し  た  数  値  (収  ⽀  ⽐  率)  が  105% 

 を  超  え  た  場  合、  そ  の  超  え  る  額  か  ら  消  費  税  相  当  額  を  控  除  し  て  得  た  額  に 
 30%  を  乗  じ  た  額  を、  宮  崎  市  に  納  付  ⾦  と  し  て  納  付  す  る  も  の  と  す  る。 
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 【利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊、  指  定  管  理  料  及  び  ⾃  主  事  業  収  ⼊  と  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る 

 経  費  の  取  り  扱  い】 

 ア     収  ⼊  の  額  と  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  の  額  が  同  額  の  場  合 

 管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費 

 指  定  管  理  料  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  ⾃  主  事  業  収  ⼊ 

 イ     収  ⼊  の  額  が  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  の  額  を  下  回  り、  施  設  の  適  正  な  管  理 

 運  営  に  ⽀  障  が  あ  る  場  合 

 管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費 

 指  定  管  理  料  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  ⾃  主  事  業  収  ⼊  ⾃  主  財  源 

 ウ     収  ⼊  の  額  が  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  の  額  を  １  ０  ５  ％  超  え  る  場  合 

 管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費 

 指  定  管  理  料  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  ⾃  主  事  業  収  ⼊ 納  付  ⾦

 収  ⼊  の  額  と  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  額  の  差  額  の  消  費  税  相  当  額 

 （２）  会  計  区  分  の  独  ⽴ 
             指  定  管  理  者  は、  本  業  務  に  係  る  経  理  事  務  を  ⾏  う  に  当  た  り、  年  度  ご  と  に、 

 ⾃  ⾝  の  団  体  と  独  ⽴  し  た  会  計  帳  簿  書  類  及  び  経  理  規  定  を  設  け、  宮  崎  市  の  要 
 求  が  あ  る  場  合  に  は、  速  や  か  に  会  計  書  類  を  開  ⽰  す  る  な  ど、  本  業  務  の  経  理 
 に  係  る  監  査  が  受  け  ら  れ  る  体  制  を  整  備  す  る  も  の  と  す  る。 

             ま  た、  本  業  務  に  係  る  経  費  の  収  ⽀  に  つ  い  て  は、  独  ⽴  し  た  預  ⾦  ⼝  座  を  開  設 
 し、  管  理  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （３）  管  理  運  営  及  び  事  業  実  施  に  係  る  経  費  の  内  訳 
          原  則  と  し  て、  施  設  の  維  持  管  理  及  び  運  営  に  必  要  な  経  費  を  計  上  す  る  も  の  と  す 

 る。  な  お、  必  要  な  経  費  の  う  ち、  「公  租  課  税」  及  び  「光  熱  ⽔  費‧  通  信  費」  の 
 取  り  扱  い  に  つ  い  て  は、  次  の  と  お  り  と  す  る。 

       ①     公  租  課  税 
             施  設  の  管  理  運  営  に  つ  い  て、  法  ⼈  税  や  事  業  所  税  な  ど  の  租  税  負  担  が  ⽣  じ  る 

 場  合  に  は、  指  定  管  理  者  が  負  担  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 
       ②     光  熱  ⽔  費‧  通  信  費 
             指  定  管  理  者  は、  電  気、  上  下  ⽔  道  及  び  電  話  の  使  ⽤  に  つ  い  て、  指  定  期  間  の 

 末  ⽇  を  もっ  て  終  了  す  る  こ  と  に  な  る  た  め、  各  事  業  管  理  者  と  当  該  ⼿  続  き  を  ⾏ 
 わ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 
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 第  ９     職  員  の  確  保‧  労  働  条  件  な  ど  に  つ  い  て 
 （１）  職  員  の  配  置  及  び  勤  務  形  態  は、  施  設  の  維  持  管  理  運  営  に  ⽀  障  が  な  い  よ  う  配  慮 

 す  る  と  と  も  に、  利  ⽤  者  の  要  望  に  応  え  ら  れ  る  も  の  と  す  る  こ  と。 

 （２）  指  定  管  理  者  は、  当  該  業  務  内  容  を  精  査  し  た  上  で、  利  ⽤  者  へ  の  サー  ビ  ス、  施 
 設  の  適  切  な  管  理  等  を  ふ  ま  え、  指  定  管  理  開  始  ま  で  に、  職  員  を  確  保  し、  適  正  な 
 ⼈  員  配  置  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。 

 （３）  労  働  条  件  な  ど 
 雇  ⽤  す  る  職  員  の  雇  ⽤  条  件  等  に  つ  い  て  は、  適  切  な  給  与  ⽔  準  の  も  と、  労  働  基  準 

 法  等  の  関  係  法  令  を  遵  守  す  る  こ  と  と  と  も  に、  職  員  の  福  利  厚  ⽣、  職  場  環  境  等  に  ⼗ 
 分  配  慮  す  る  も  の  と  す  る。 

 事  務  所  等  に  つ  い  て  は、  事  務  所  衛  ⽣  基  準  規  則  等  （第  9  条  （機  械  換  気  設  備  異  常 
 の  有  無  の  点  検）、  第  10  条  3  項  （照  明  設  備  の  点  検））  を  遵  守  し、  適  切  な  労  働  環 
 境  を  提  供  す  る  こ  と。 

 （４）  各  種  業  務  に  お  け  る  責  任  体  制  を  確  ⽴  す  る  こ  と。 

 （５）  雇  ⽤  す  る  職  員  の  駐  ⾞  場  に  つ  い  て 
       指  定  管  理  者  が、  ⾞  両  で  の  通  勤  を  必  要  と  認  め  た  職  員  の  ⾃  家  ⽤  ⾞  等  に  つ  い  て  は、 

 指  定  管  理  業  務  の  ⼀  部  と  し  て、  施  設  敷  地  内  の  駐  ⾞  を  認  め  る。  駐  ⾞  す  る  位  置  に  つ  い 
 て  は、  施  設  利  ⽤  者  の  妨  げ  に  な  ら  な  い  場  所  と  す  る。 

 第  １  ０     報  告  書  等  の  作  成  に  関  す  る  業  務 
 （１）  報  告  書  等  の  作  成  に  関  す  る  業  務 

 ①  事  業  計  画  書、  事  業  報  告  書  等  の  作  成 
 イ     毎  年  度  開  始  前、  業  務  の  実  施  計  画‧  実  施  体  制  等  を  記  載  し  た  事  業  計  画  書  及  び 
 予  算  の  作  成 
 ロ     指  定  管  理  者  は、  宮  崎  市  公  の  施  設  に  係  る  指  定  管  理  者  の  指  定  の  ⼿  続  き  等  に  関 

 す  る  条  例  第  ７  条  の  規  定  に  よ  り、  毎  年  度  終  了  後  ６  ０  ⽇  以  内  に  当  該  年  度  の  事  業 
 報  告  書  を  提  出  す  る  こ  と。 

 ‧  事  業  報  告  書  の  内  容  （⾃  主  事  業  の  収  ⽀  を  含  む）  は、  次  の  と  お  り  と  す  る。 
 Ⅰ     管  理  業  務  の  実  施  状  況 
 Ⅱ     施  設  の  利  ⽤  状  況  （⽉  別‧  施  設  別‧  利  ⽤  料  ⾦、  ⾃  主  事  業  収  ⼊  別） 
 Ⅲ     収  ⼊  実  績  （⽉  別‧  施  設  別‧  利  ⽤  料  ⾦、  ⾃  主  事  業  収  ⼊  別） 
 Ⅳ     管  理  に  係  る  経  費  の  収  ⽀  状  況  （利  ⽤  料  ⾦、  ⾃  主  事  業  収  ⼊  別） 
 Ⅴ     そ  の  他、  歓  鯨  館  の  管  理  運  営  に  お  い  て  市  が  必  要  と  認  め  る  事  項 
 ②  収  ⽀  予  算  書  の  提  出 

       指  定  管  理  者  は、  次  年  度  の  収  ⽀  予  算  書  を、  毎  年  度  １  ０  ⽉  中  旬  ま  で  に  提  出  す  る 
 こ  と。  ま  た、  毎  年  度  終  了  後、  業  務  の  実  施  状  況、  利  ⽤  状  況、  経  理  の  状  況  等  を  記 
 載  し  た  事  業  報  告  書  及  び  決  算  書  の  作  成  を  ⾏  い、  提  出  す  る  こ  と。 
 ③  市  等  関  係  機  関  と  の  連  絡  調  整  業  務 
 イ     市  へ  の  定  期  的  な  報  告  書  類  の  作  成 
 ロ     予  算  要  求  に  必  要  な  資  料  の  提  出 
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 （２）  ⾃  主  事  業  の  収  ⽀  報  告  に  つ  い  て 
    ⾃  主  事  業  を  ⾏  う  に  あ  た  り、  利  ⽤  料  ⾦  が  必  要  な  施  設  を  利  ⽤  し  て  実  施  す  る  場  合 
 は、  ⾃  主  事  業  収  ⼊  に  含  ま  れ  る  利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  を  別  計  上  す  る  こ  と。 

    例  ：  プー  ル  （利  ⽤  料  ⾦  ：  ３  ７  ０  円）  で  ⾃  主  事  業  （⾃  主  事  業  参  加  料  ：  １  ，  ０  ０ 
          ０  円）  を  実  施  す  る  場  合 
          利  ⽤  料  ⾦  収  ⼊  ：  ３  ７  ０  円     ⾃  主  事  業  収  ⼊  ：  ６  ３  ０  円 
   
    経  費  に  つ  い  て  も、  利  ⽤  料  ⾦  分  と  ⾃  主  事  業  分  で  分  け  て  計  上  を  す  る  こ  と。  計  上  の 
 際  は、  経  費  の  分  け  ⽅  に  つ  い  て  明  記  す  る  こ  と。 

    例  ：  プー  ル  ⽔  道  代  で  あ  れ  ば、  利  ⽤  料  ⾦  利  ⽤  者  数  と  ⾃  主  事  業  利  ⽤  者  数  の  割  合  で 
 按  分  す  る  な  ど。 

 第  １  １     原  状  回  復  義  務  等 
       指  定  管  理  者  は、  施  設  ⼜  は  設  備  の  変  更  を  し  よ  う  と  す  る  と  き  は、  あ  ら  か  じ  め  市 
    と  協  議  す  る  こ  と。 
       ま  た、  当  該  指  定  管  理  者  の  指  定  期  間  が  満  了  し  た  と  き、  指  定  を  取  り  消  さ  れ  た  と 

 き  ⼜  は  協  定  を  解  除  さ  れ  た  と  き  は、  市  の  指  ⽰  に  基  づ  き、  施  設  ⼜  は  設  備  を  原  状  に 
 復  し  て  引  き  渡  さ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  （機  能  低  下  が  あっ  た  場  合  の  機  能  低  下  前  の 
 状  態  に  す  る  こ  と  を  含  む） 

 第  １  ２     調  査、  監  督、  監  査 
 （１）  市  は、  指  定  管  理  者  が  管  理  す  る  施  設  の  適  正  な  運  営  を  期  す  た  め、  指  定  管  理  者 

 に  対  し  て、  当  該  業  務  内  容  ⼜  は  経  理  の  状  況  に  関  し  て  報  告  を  求  め、  実  地  に  調  査 
 し、  必  要  な  指  ⽰  を  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 （２）  市  は、  指  定  管  理  者  が  市  の  指  ⽰  に  従  わ  な  い  場  合  や、  指  定  管  理  者  の  経  営  状  況 
 が  著  し  く  悪  化  し  て  い  る  な  ど、  施  設  の  適  正  な  管  理  に  著  し  い  ⽀  障  が  ⽣  じ  る  お  そ 
 れ  が  あ  る  場  合  は、  指  定  を  取  り  消  し、  ⼜  は  期  間  を  定  め  て  業  務  の  全  部  ⼜  は  ⼀  部 
 の  停  ⽌  を  命  ず  る  こ  と  が  で  き  る。          

 （３）  市  ⼜  は  監  査  委  員  が  必  要  と  認  め  る  と  き  は、  指  定  管  理  者  が  ⾏  う  管  理  運  営  業  務 
 に  係  る  事  務  に  つ  い  て  監  査  を  ⾏  う。 

 第  １  ３     物  品  の  帰  属  等 
 （１）  券  売  機、  ロッ  カー、  ト  レー  ニ  ン  グ  機  器、  ⽔  泳  競  技  シ  ス  テ  ム  等  の  備  品  の  所 

 有  は、  市  に  帰  属  し、  指  定  管  理  者  に  無  償  で  貸  与  す  る。  た  だ  し、  原  則  と  し  て  修 
 理  及  び  更  新  は  指  定  管  理  者  の  負  担  と  す  る。  ま  た、  券  売  機  に  つ  い  て  は、  更  新  は 
 リー  ス  で  ⾏  う  こ  と。  な  お、  貸  与  物  品  は、  指  定  管  理  業  務  終  了  後、  整  備  点  検  の 
 上  返  却  す  る  こ  と。 

 （２）  厨  房  機  器  ⼀  式  に  つ  い  て  は、  指  定  管  理  者  が  リー  ス  等  に  よ  り  調  達  す  る  も  の  と 
 し、  指  定  が  取  り  消  さ  れ  た  場  合  で、  当  該  リー  ス  期  間  に  残  存  期  間  が  あ  る  と  き 
 は、  当  該  リー  ス  契  約  を  市  に  移  ⾏  す  る  も  の  と  す  る。 
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 （３）  指  定  管  理  者  が  指  定  期  間  中  に  管  理  運  営  経  費  に  よ  り  購  ⼊  し  た  物  品  等  は、  指  定 
 管  理  者  の  所  有  に  属  す  る  も  の  と  す  る  が、  疑  義  が  あ  る  場  合  等  に  つ  い  て  は、  市  と 
 指  定  管  理  者  に  て  協  議  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。 

 第  １  ４     安  全  管  理  及  び  緊  急  時  の  対  応 
 （１）  緊  急  時  の  対  応 
          指  定  管  理  者  は、  事  故  等  の  緊  急  事  態  が  発  ⽣  し  た  と  き  は、  速  や  か  に  適  切  な  応 

 急  処  置  を  講  じ  る  と  と  も  に、  市  に  状  況  を  報  告  し、  指  ⽰  を  受  け  る  も  の  と  す  る。 
 ま  た、  事  故  等  の  再  発  防  ⽌  の  た  め  に、  改  善  報  告  書  を  市  に  提  出  す  る  も  の  と  す 
 る。 

 （２）  迷  惑  ⾏  為、  不  法  ⾏  為  等  へ  の  対  応 
          施  設  内  に  お  い  て、  利  ⽤  者  等  に  とっ  て  迷  惑  に  な  る  よ  う  な  ⾏  為  や、  財  産  の  毀 

 損  を  招  き  か  ね  な  い  ⾏  為  そ  の  他、  法  令  等  に  抵  触  す  る  よ  う  な  ⾏  為  を  ⾏っ  て  い  る 
 者  が  い  る  と  き  は、  直  ち  に  当  該  ⾏  為  を  や  め  る  よ  う  に  指  導  す  る  も  の  と  す  る。 

          ま  た、  迷  惑  ⾏  為、  不  法  ⾏  為  等  に  関  す  る  内  容  は、  報  告  書  に  ま  と  め、  市  に  提 
       出  す  る  も  の  と  す  る。 

 第  １  ５     秘  密  保  持  義  務 
       指  定  管  理  者  は、  管  理  業  務  に  関  し  て  知  り  得  た  秘  密  を  外  部  へ  漏  ら  し、  ⼜  は  他  の 

 ⽬  的  に  使  ⽤  し  て  は  な  ら  な  い。  指  定  期  間  が  満  了  し、  指  定  管  理  者  の  指  定  を  取  り  消 
 さ  れ、  ⼜  は  管  理  業  務  が  廃  ⽌  さ  れ  た  場  合  に  お  い  て  も  同  様  と  す  る。  ま  た、  管  理  業 
 務  の  ⼀  部  を  第  三  者  に  委  託  し、  ⼜  は  請  け  負  わ  せ  る  場  合  に  は、  当  該  第  三  者  に  対 
 し、  同  等  の  義  務  を  負  わ  さ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。    

       個  ⼈  情  報  を  取  り  扱  う  場  合  に  は、  「個  ⼈  情  報  の  保  護  に  関  す  る  法  律」  を  遵  守  し 
 個  ⼈  情  報  の  保  護  を  徹  底  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 第  １  ６     損  害  賠  償 
       指  定  管  理  者  は、  管  理  業  務  の  実  施  に  あ  た  り、  ⾃  ⼰  の  責  め  に  帰  す  べ  き  事  由  に  よ 

 り  市  ⼜  は  利  ⽤  者  そ  の  他  の  第  三  者  に  損  害  を  与  え  た  と  き  は、  そ  の  損  害  を  賠  償  し  な 
 け  れ  ば  な  ら  な  い。 
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 第  １  ７     リ  ス  ク  分  担 
 （１）  リ  ス  ク  分  担  に  つ  い  て  は、  以  下  の  表  を  基  本  と  し、  そ  の  他  の  場  合  や  特  別  の  事 

 情  が  あ  る  と  認  め  た  場  合  に  つ  い  て  は、  市  と  指  定  管  理  者  で  協  議  の  上  決  定  す  る。 

 ※  １     市  と  指  定  管  理  者  で  都  度  協  議  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。 
 ※  ２     税  制  の  変  更  の  う  ち、  指  定  管  理  料  に  係  る  消  費  税  の  税  率  変  更  に  よ  る  増  は  市  の  負 
 担  と  し  ま  す。 

 項              ⽬  内     容     等  市  指  定  管  理  者 

 １     施  設、  設  備、  備  品、  資  料  等 
 の  損  傷  な  ど 

 指  定  管  理  者  に  よ  る  管  理  の  瑕  疵  に  よ  る 
 も  の 

    ○ 

 第  三  者  の  ⾏  為、  経  年  劣  化  等  に  よ  る  損 
 傷  等  で  ⼩  規  模  な  も  の  (５  ０  万  円  未  満  / 
 件) 

    ○ 

 第  三  者  の  ⾏  為、  経  年  劣  化  等  に  よ  る  損 
 傷  等  で  ⼤  規  模  な  も  の  (５  ０  万  円  以  上  / 
 件) 

 ○    

 施  設  の  設  置  に  関  す  る  瑕  疵  に  よ  る  も  の  ○    

 ２     管  理、  運  営  に  係  る  事  故  等  に 
 よ  る  第  三  者  へ  の  損  害  賠  償 

 指  定  管  理  者  の  責  に  帰  す  べ  き  事  由  に  よ 
 る  も  の 

    ○ 

 施  設  の  設  置  に  関  す  る  瑕  疵  に  よ  る  も  の  ○    

 ３     不  可  抗  ⼒  へ  の  対  応 

 不  可  抗  ⼒  （暴  ⾵、  豪  ⾬、  洪  ⽔、  ⾼ 
 潮、  地  震、  地  す  べ  り、  落  盤、  ⽕  災、 
 騒  乱、  暴  動  そ  の  他  の  ⾃  然  的  ⼜  は  ⼈  為 
 的  な  現  象）  に  起  因  す  る  施  設  修  繕、  事 
 業  中  断  等  に  よ  る  経  費  増  な  ど 

 ○    

 ４     レ  ジ  オ  ネ  ラ  属  菌  検  出  に  伴  う 
 休  館 

 休  館  に  伴  う  営  業  収  ⼊  減  ※  １  ※  １ 

 ５     物  価  変  動、  ⾦  利  変  動、  税  制 
 の  変  更  に  よ  る  管  理  運  営  経  費  の  増 

    ※  ２  ○ 

 ６     法  制  度  の  改  正、  ⾏  政  的  理  由 
 に  よ  る  事  業  内  容  の  変  更  等  に  よ  る 
 運  営  経  費  の  増 

    ○    

 ７     事  業  終  了  時  の  対  応  （撤  収‧ 
 施  設  等  の  原  状  回  復‧  引  継  ぎ） 

 ○ 
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 第  １  ８     実  績  評  価‧  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  に  つ  い  て 
 市  は、  必  要  に  応  じ  て  管  理  業  務  の  実  績  に  つ  い  て  評  価  を  ⾏  う。  指  定  管  理  者  は、 

 市  の  ⾏  う  評  価  に  協  ⼒  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 
       ま  た、  指  定  管  理  者  は、  指  定  期  間  中  の  適  正  な  管  理  を  す  る  た  め、  市  が  ⾏  う  モ  ニ 
    タ  リ  ン  グ  に  協  ⼒  す  る  と  と  も  に、  ⾃  ら  も  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  を  実  施  す  る  も  の  と  す  る。 

 第  １  ９     情  報  公  開  に  つ  い  て 
       指  定  管  理  者  は、  情  報  公  開  に  関  す  る  規  程  を  定  め、  管  理  業  務  の  実  施  に  あ  た  り  作 
    成  し  た  ⽂  書  等  で  保  有  し  て  い  る  も  の  に  つ  い  て  は、  そ  の  規  程  に  基  づ  き  開  ⽰  す  る  も 
    の  と  す  る。 

 第  ２  ０     事  業  の  継  続  が  困  難  と  なっ  た  場  合  の  措  置  等 
 （１）  指  定  管  理  者  の  責  め  に  帰  す  べ  き  事  由  に  よ  り  事  業  の  継  続  が  困  難  と  なっ  た  場  合  の  措  置 
          市  は、  指  定  管  理  者  の  指  定  を  取  り  消  す  等  の  措  置  を  と  る  こ  と  と  す  る。  こ  の  場 

 合、  市  に  ⽣  じ  た  損  害  は、  指  定  管  理  者  が  賠  償  す  る  も  の  と  す  る。  ま  た、  次  期  指 
 定  管  理  者  が  円  滑  か  つ  ⽀  障  な  く  施  設  の  管  理  運  営  業  務  を  遂  ⾏  で  き  る  よ  う  に  引  継 
 ぎ  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。 

 （２）  そ  の  他  の  事  由  に  よ  り  事  業  の  継  続  が  困  難  と  なっ  た  場  合  の  措  置 
    災  害  そ  の  他  の  不  可  抗  ⼒、  市  及  び  指  定  管  理  者  双  ⽅  の  責  め  に  帰  す  こ  と  の  で  き 
 な  い  事  由  に  よ  り  業  務  の  継  続  が  困  難  と  なっ  た  場  合、  事  業  継  続  の  可  否  に  つ  い  て 
 協  議  を  ⾏  う  も  の  と  す  る。  な  お、  ⼀  定  期  間  内  に  協  議  が  整  わ  な  い  場  合、  指  定  管 
 理  者  の  協  定  を  解  除  で  き  る  も  の  と  す  る。 

 第  ２  １     そ  の  他  の  事  項 
 （１）  業  務  の  引  継  ぎ 
          指  定  管  理  者  の  指  定  が  終  了  と  な  る  場  合  は、  次  期  指  定  管  理  者  が  円  滑  か  つ  ⽀  障 

 な  く  業  務  を  遂  ⾏  で  き  る  よ  う、  業  務  の  引  継  ぎ  を  ⾏  う  と  と  も  に、  必  要  な  デー  タ 
 等  を  遅  滞  な  く  提  供  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （２）  そ  の  他 
          そ  の  他、  こ  の  仕  様  書  に  記  載  の  な  い  事  項  及  び  業  務  の  内  容‧  処  理  に  つ  い  て  疑 

 義  が  ⽣  じ  た  場  合  は、  市  と  指  定  管  理  者  が  協  議  の  上  決  定  す  る。 
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石崎の杜歓鯨館　位置図

佐土原総合支所

石崎の杜歓鯨館



(仕様書―別紙資料１）

■石崎の杜歓鯨館

　　　　管理区域図

石崎の杜歓鯨館

業務管理区域

池の周囲の利用者
に注意喚起などを
促す区域

池

石崎の杜歓鯨館

１ｍ

東側草刈範囲

東側草刈範囲
（擬木周辺）

草刈範囲
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法定点検リスト
担当課 スポーツランド推進課

施設名 石崎の杜 歓鯨館　

Ｎｏ 点検項目 点検対象 内容 点検周期
点検主体

関係法令
指定管理者 市

1 建築物

・建築基準法  第6条 第1項 第1号
に掲げる建築物で、
　その用途に供する部分の床面
積の合計が200㎡ を超えるもの
（集会場、病院、共同住宅、学校、
体育館、美術館、図書館、倉庫　
など）
・階数が  5 以上かつ延べ面積が  
1,000㎡ を超える事務所等の建
築物

建築物の敷地及び構造につ
いて
損傷・腐食・その他の劣化状
況

1回/3年 ー 〇 建築基準法  12条 2項
同 施行規則  5条の2

2 建築設備

・建築基準法  第6条 第1項 第1号
に掲げる建築物で、
　その用途に供する部分の床面
積の合計が200㎡ を超えるもの
（集会場、病院、共同住宅、学校、
体育館、美術館、図書館、倉庫　
など）
・階数が  5 以上かつ延べ面積が  
1,000㎡ を超える事務所等の建
築物

建築設備等の
損傷・腐食・その他の劣化状
況

1回/1年 ー 〇

建築基準法  12条 4項
同 施行規則  6条の2

防火設備
１回/１年 〇 ー

3 昇降機
・エスカレーター
・エレベーター
・小荷物専用昇降機

建築設備等の
損傷・腐食・その他の劣化状
況

1回/1年 〇 ー
建築基準法  12条 4項
同 施行規則  6条の2

4 自家用電気工作物

・電力会社等から 600Ｖを超える
電圧で受電して電気を使用する
設備
・発電設備 (小出力発電設備を除
く)とその発電した電気を使用する
設備

保安規定に定める自主定期
点検

保安規定に基づき実施 〇 ー

電気事業法  42,43条
　（保安規定 ,主任技術者）
同 施行規則  52条 2項, 52条の2
　（保安管理業務の委託契約）

5

浄化槽 浄化槽、みなし浄化槽

水質検査 1回/1年 〇 ー
浄化槽法  11条
環境省関係浄化槽法施行規則  9条、9条
の2

6 保守点検
1回/1週～6月
（処理方式、処理対象人員
等による）

〇 ー
浄化槽法  8条、10条1,3項
環境省関係浄化槽法施行規則  6条

7 清掃
1回以上/1年（全ばっ気方
式：おおむね  1回以上/6月） 〇 ー

浄化槽法  9条、10条1,3項
環境省関係浄化槽法施行規則  7条

8
特定施設※
（水質汚濁防止法対
象施設）

排出水の
汚水状態

測定 1回以上/1年 〇 ー
水質汚濁防止法  14条
水質汚濁防止法施行令  1条　別表1

9 事務所

（事務所とは建築物
またはその一部で、
事務作業に従事する
労働者が主として使
用するもの）

機械による換気の設備 異常の有無の点検

はじめて使用するとき
分解して改造または修理を
行ったとき
1回/2月

〇 ー 事務所衛生基準規則  9条

10 照明設備
労働者を常時就業さ
せる室

点検 1回/6月 〇 ー 事務所衛生基準規則  10条 3項



法定点検リスト
担当課 スポーツランド推進課

施設名 石崎の杜 歓鯨館　

Ｎｏ 点検項目 点検対象 内容 点検周期
点検主体

関係法令
指定管理者 市

11

消防用設備等

消火器具、消防機関へ通報する
火災報知設備、誘導灯、誘導標
識、消防用水、非常コンセント設
備、無線通信補助設備及び共同
住宅用非常コンセント設備、連結
散水設備

機器点検 1回/6月 〇 ー

消防法 17条の3の3
同 施行令 36条 2項
同 施行規則  31条の6

12

屋内消火栓設備、スプリンクラー
設備、水噴霧消火設備、泡消火
設備、不活性ガス消火設備、ハロ
ゲン化物消火設備、粉末消火設
備、屋外消火栓設備、動力消防
ポンプ設備、自動火災報知設備、
ガス漏れ火災警報設備、漏電火
災警報器、非常警報器具及び設
備、避難器具、排煙設備、連結送
水管、非常電源 (配線の部分を除
く)、総合操作盤、パッケージ型消
火設備、パッケージ型自動消火
設備、共同住宅用スプリンクラー
設備、共同住宅用自動火災報知
設備、住戸用自動火災報知設
備、共同住宅用非常警報設備、
共同住宅用連結送水管、特定小
規模施設用自動火災報知設備、
加圧防排煙設備、複合型居住施
設用自動火災報知設備並びに特
定駐車場用泡消火設備

機器点検 1回/6月 〇 ー

13 総合点検 1回/1年 〇 ー

14 配線 総合点検 1回/1年 〇 ー

15
冷媒にフロン類を使
用する
業務用機器
（空調機器、冷蔵機
器、冷凍機器）

第1種特定製品※
簡易点検
（異常音、外観、油漏れ確認
等）

1回/3月 〇 ー
フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律  16条 1項

経済産業省・環境省  告示 第13号
（平成26年12月10日）16 上記のう

ち

エアコン
ディショ
ナー

定格出力  
7.5kW 以
上 50kW 
未満

定期点検
（異常音、外観、油漏れ確認、
　冷媒漏えい検査）

1回/3年 〇 ー

17 ばい煙

ばい煙（ばいじん、窒素酸化物
等）を発生する機器（ボイラー、自
家発電装置）
廃棄物焼却炉等

ばい煙量  または ばい煙濃度
の測定

1回以上/2月等
（設備の種類及び仕様によ
り異なる）

〇 ー
大気汚染防止法  2,16条
同 施行令 1,2条
同 施行規則  15条

18 プール水質検査 プール
衛生管理基準に基づく水質検
査

営業期間中1回以上/1月 〇 ー プールの安全標準指針等

19 浴室 浴槽水 水質検査 １回以上 /１年 〇 ー
宮崎市公衆浴場法施行条例  別表第2 第2
項 第19号



法定点検リスト
担当課 スポーツランド推進課

施設名 石崎の杜 歓鯨館　

Ｎｏ 点検項目 点検対象 内容 点検周期
点検主体

関係法令
指定管理者 市

20 防火対象物

収容人員が３００人以上のものま
たは、収容人員が３０人以上の建
物で、特定用途部分が地階又は
３階以上に存するもの（避難階段
は除く）で階段が一つのもの

届出の提出、消防計画の状
況、統括防火管理に係る届
出、避難上必要な施設及び防
火戸の管理、防炎物品の表
示、圧縮エチレンガスなどの
貯蔵又は取扱いの届出、消防
用設備等又は特殊消防用設
備等の設置・設置の届出・検
査

年１回 〇 ー
消防法第８条の２の２
消防法施行令第４条の２の２
消防法施行規則第４条の２の４

21 温泉の水質 温泉 水質検査
２回以上 /1年（連日使用して
いる浴槽水） 〇 ー

公衆浴場法
公衆浴場法施行細則第 5条
宮崎市公衆浴場法施行条例第 6条別表第
2
公衆浴場における水質基準等に関する指
針

22 屋外広告物
屋外広告物（※簡易な広告物等
除く）

広告物構造や取付・支持状況
など

一般広告物（1回/1年）
堅固な広告物（１回 /1年＋
有資格者による点検 1回/3
年）

〇 ー 宮崎市屋外広告物条例　第１６条の２



 個  ⼈  情  報  取  扱  特  記  事  項 

 （基  本  的  事  項） 

 第  １  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  を  処  理  す  る  に  当  たっ  て  は、  個  ⼈  情  報  （特  定  個  ⼈  情 

 報  を  含  む。  以  下  同  じ。）  の  保  護  の  重  要  性  を  認  識  し、  個  ⼈  の  権  利  利  益  を  侵  害  す  る  こ  と  の  な 

 い  よ  う、  個  ⼈  情  報  の  保  護  に  関  す  る  法  律  （平  成  15  年  法  律  第  57  号）  そ  の  他  の  関  係  法  令  等  を  遵 

 守  し、  個  ⼈  情  報  を  適  正  に  取  り  扱  わ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （秘  密  の  保  持） 

 第  ２  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  関  し  て  知  り  得  た  個  ⼈  情  報  の  内  容  を  み  だ  り  に  他  ⼈ 

 に  知  ら  せ、  ⼜  は  不  当  な  ⽬  的  に  使  ⽤  し  て  は  な  ら  な  い。  こ  の  契  約  が  終  了  し、  ⼜  は  解  除  さ  れ  た 

 後  も、  同  様  と  す  る。 

 （従  事  者  の  明  確  化） 

 第  ３  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  従  事  す  る  者  を  明  確  に  し、  発  注  者  か  ら  求  め  が  あっ 

 た  と  き  は、  発  注  者  に  報  告  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （従  事  者  へ  の  監  督  及  び  教  育） 

 第  ４  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  の  処  理  に  従  事  し  て  い  る  者  に  対  し、  こ  の  契  約  に  よ  る 

 事  務  に  関  し  て  知  り  得  た  個  ⼈  情  報  を  み  だ  り  に  他  ⼈  に  知  ら  せ、  ⼜  は  不  当  な  ⽬  的  に  使  ⽤  し  な  い 

 よ  う  必  要  か  つ  適  切  な  監  督  及  び  教  育  を  ⾏  わ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  こ  の  契  約  が  終  了  し、  ⼜  は  解 

 除  さ  れ  た  後  に  お  い  て  も  同  様  と  す  る。 

 （保  有  の  制  限  等） 

 第  ５  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  を  処  理  す  る  た  め  に  個  ⼈  情  報  を  保  有  す  る  と  き  は、  そ 

 の  ⽬  的  を  明  確  に  し、  当  該  事  務  を  処  理  す  る  た  め  に  必  要  な  範  囲  内  で、  適  正  か  つ  公  正  な  ⼿  段  に 

 よ  り  取  得  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （⽬  的  外  利  ⽤  の  禁  ⽌  等） 

 第  ６  条     受  注  者  は、  発  注  者  の  指  ⽰  ⼜  は  承  諾  が  あ  る  と  き  を  除  き、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  関  し 

 て  知  り  得  た  個  ⼈  情  報  を  当  該  事  務  を  処  理  す  る  ⽬  的  以  外  に  利  ⽤  し、  ⼜  は  第  三  者  に  提  供  し  て  は 

 な  ら  な  い。 

 （安  全  管  理  措  置） 

 第  ７  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  係  る  個  ⼈  情  報  の  漏  え  い、  滅  失  及  び  毀  損  の  防  ⽌  そ 

 の  他  の  個  ⼈  情  報  の  安  全  管  理  の  た  め  に  必  要  か  つ  適  切  な  措  置  を  講  じ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （持  ち  出  し  の  禁  ⽌） 

 第  ８  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  委  託  業  務  の  場  所  か  ら  個  ⼈  情  報  を  持  ち  出  し  て  は  な  ら  な 

 い。  や  む  を  得  ず  持  ち  出  さ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い  と  き  は、  発  注  者  の  承  諾  を  得  た  う  え  で  ⾏  い、  持 

 ち  出  し  の  状  況  に  関  す  る  記  録  を  作  成  し、  確  実  に  保  管  す  る  も  の  と  す  る。 

 （複  写  等  の  禁  ⽌） 

 第  ９  条     受  注  者  は、  発  注  者  の  指  ⽰  ⼜  は  承  諾  が  あ  る  と  き  を  除  き、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  を  処  理 

 す  る  た  め  に  発  注  者  か  ら  提  供  を  受  け  た  個  ⼈  情  報  が  記  録  さ  れ  た  資  料  等  を  複  写  し、  ⼜  は  複  製  し 

 て  は  な  ら  な  い。 

 （再  委  託  の  禁  ⽌） 

 第  10  条     受  注  者  は、  発  注  者  の  承  諾  が  あ  る  と  き  を  除  き、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  お  け  る  個  ⼈  情 

 報  の  処  理  を  ⾃  ら  ⾏  う  も  の  と  し、  第  三  者  に  そ  の  処  理  を  委  託  し  て  は  な  ら  な  い。 



 （資  料  等  の  返  還  等） 

 第  11  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  を  処  理  す  る  た  め  に  発  注  者  か  ら  貸  与  さ  れ、  ⼜  は  受  注 

 者  が  収  集  し、  若  し  く  は  作  成  し  た  個  ⼈  情  報  が  記  録  さ  れ  た  資  料  等  を、  こ  の  契  約  が  終  了  し、  ⼜ 

 は  解  除  さ  れ  た  後  直  ち  に  発  注  者  に  返  還  し、  ⼜  は  引  き  渡  さ  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。  た  だ  し、  発  注 

 者  が  別  に  指  ⽰  し  た  と  き  は、  当  該  指  ⽰  し  た  ⽅  法  に  よ  り  処  理  す  る  も  の  と  す  る。 

 （報  告  義  務） 

 第  12  条     受  注  者  は、  発  注  者  か  ら  求  め  が  あっ  た  と  き  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  個  ⼈  情  報  の  管  理  状  況 

 及  び  委  託  業  務  の  履  ⾏  状  況  に  つ  い  て  発  注  者  に  対  し  て  報  告  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 （事  故  報  告  義  務） 

 第  13  条     受  注  者  は、  こ  の  個  ⼈  情  報  取  扱  特  記  事  項  に  違  反  す  る  事  態  が  ⽣  じ、  ⼜  は  ⽣  じ  る  お  そ  れ 

 が  あ  る  こ  と  を  知っ  た  と  き  は、  速  や  か  に  発  注  者  に  報  告  し、  そ  の  指  ⽰  に  従  わ  な  け  れ  ば  な  ら  な 

 い。  こ  の  契  約  が  終  了  し、  ⼜  は  解  除  さ  れ  た  後  も、  同  様  と  す  る。 

 （実  地  調  査） 

 第  14  条     発  注  者  は、  必  要  が  あ  る  と  認  め  る  と  き  は、  こ  の  契  約  の  遵  守  状  況  を  確  認  す  る  た  め  に  必 

 要  な  範  囲  内  に  お  い  て、  受  注  者  の  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  係  る  個  ⼈  情  報  の  取  扱  い  に  つ  い  て  実 

 地  に  調  査  を  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 （勧  告） 

 第  15  条     発  注  者  は、  受  注  者  の  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  係  る  個  ⼈  情  報  の  取  扱  い  が  不  適  当  と  認  め 

 る  と  き  は、  受  注  者  に  対  し、  必  要  な  措  置  を  と  る  べ  き  旨  を  勧  告  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 （契  約  の  解  除  及  び  損  害  賠  償） 

 第  16  条     発  注  者  は、  受  注  者  が  こ  の  個  ⼈  情  報  取  扱  特  記  事  項  に  違  反  し  て  い  る  と  認  め  た  と  き  は、 

 契  約  の  解  除  及  び  損  害  賠  償  の  請  求  を  す  る  こ  と  が  で  き  る  も  の  と  す  る。 

 （漏  え  い  等  が  発  ⽣  し  た  場  合  の  責  任） 

 第  17  条     受  注  者  は、  こ  の  契  約  に  よ  る  事  務  に  係  る  個  ⼈  情  報  の  漏  え  い、  滅  失、  毀  損  そ  の  他  の  個 

 ⼈  情  報  の  安  全  の  確  保  に  係  る  事  態  が  発  ⽣  し  た  場  合  に  お  い  て、  そ  の  責  め  に  帰  す  べ  き  理  由  に  よ 

 り  発  注  者  ⼜  は  第  三  者  に  損  害  を  与  え  た  と  き  は、  そ  の  損  害  を  賠  償  し  な  け  れ  ば  な  ら  な  い。 

 注  １     発  注  者  は  宮  崎  市  を、  受  注  者  は  指  定  管  理  者  を  い  う。 


